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ることができないという.今 11 の我が同の保育 'J~↑'~J と大
きく附i重しているのそしてさらに.生i圭主もない子ども






























1 fil j:~童の強兵政策のため乳幼児の保育f知県と I以ff思怨汚













a万我かlilでは If足育所J，立 Lとい問. 紋rt(I~) 色彩のìft
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王IU.Eなお我が国全体をみわたして L3 .足未満!仏とく
にO政児保育所抗日IYG~在数の枠は極端に少なく. 0様児



















































































































































































これも 0 ，弘児!.I~ 1.J1 I~~ 1'fを経験した付税の}jか.その他の
付税より多〈ヨんでいるのが特徴的であった
{米N:や学生クルーフヵ、社会制度のtj，てすl土も多<"1!.んで





77下一〈二 母 E型 群 保子有る母 保母群A B 計
{鉛 人 数} 63 37 100 20 185 145 
人般 % 人数 % 人数 % 人数 % 人敏 % 人散 % 
①現在直労後働!JS準法で定もめられている出産休暇{庫
前 各6週}を つと延長すべきである 59 94 28 75 7ー 87 9 45 92 50 107 74 
@l匝雌・保健 ・児看護休婦などの職種の苫に必められ
た一年rJ紡育 休眠制度を女性全体に広げるべ 36 58 21 56 57 57 15 75 147 79 108 74 
きである
@育児体恥制度を 2年間あるいは3年間に延長で 10 16 10 28 20 20 s 25 51 28 40 28 きるようにすべきである
@乳幼児期の長時間の集団保育は不適当なので ， 2 3 2 6 4 4 1 5 15 8 25 17 母授はlIt労をー崎見合わせるべきである
⑤育児休磁制度よりも保育所の充実をはかり ，あ




7で下¥〈二 母 観A 
人駁 II-o 人数
①集団保育はぜひ必要である 5 8 
。-6 ③集団保育は条件次第で有J意義である 31 48 13 
ケ月児 ③集団保育は不適当である 14 22 14 
@何ともいえない・その他 13 22 9 
①集団保育はぜひ必要である 15 23 2 
6-12 ②集団保育は長件次第で有意義である 37 5~ 23 
ヶ月児 @集団保育は不適当である 4 6 6 
@何とも いえない ・その他 ? 11 6 
①集団保育はぜひ必要である 26 41 9 
①集団保育は条件次郷で有意義である 31 48 18 
l議児
@集間保育は不適当である 1 2 1 
@何止もいえない・その他 5 8 9 
①集団保育はぜひ必接である 33 59 14 
②集団保育は条件次第で有意義である 24 38 16 
@集団保育は不適当である 2 















保母 保母鮮 学生群lt 
今ら 人数 % 人散 処も 人数 “ 人数 % 3 6 6 4 20 19 10 7 5 
36 44 ‘4 3 15 4' 24 28 19 
39 28 28 8 40 77 42 80 55 
22 22 22 5 25 45 24 30 21 
6 17 17 6 30 31 17 10 7 
61 60 60 8 40 78 42 59 41 
17 10 10 2 10 46 25 45 31 1 
17 13 13 4 20 30 16 31 21 
22 35 35 6 30 56 30 27 19 
50 49 49 12 60 88 48 87 60 
3 2 2 5 16 9 15 10 
25 14 14 s 25 1 • 16 11 
36 47 47 11 55 76 41 53 37 
44 40 40 8 40 86 46 77 5:l 
。 1 。 。 5 3 7 5 










約 8書1.保I~):が約 6 制.学生が約 5割.梁間保育を肯定
( 4 ) 
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表-3 0歳児保育についての働く母親の見解
人肱 、.
(1) 過度なliOJi阻や細蘭に対する低 質 成 10 10 。 抗力が弱いので艶聞の中で生活 反対 持 (30) 39 (48) 
a させるのは仔ましく北い.
哩. どちらとも so 50 
σ〉 いえない
壇 無 筈 1 
印
保 (2) ひとりひと 0のFどもに十分 費 底 6 6 
宵 な費情がゆき届かないζとが多 反対 58 ('3) 58 (同)
い。しかも保母の愛情は母I置の
関 費にはかなわないので保育所に どちらとも 33 33 す いえない
る 入れるのは望ましくない。 無 答 3 3 
司ー可
吾 (3) 0歳児は生活や欲車に個人差 質 成 12 12 
定 が大き<.ひとりひとりの欲求
的 に応じて生活させることが必要
反 対 日 (39) 52 (62) 
、ー
なので聾団生活をさせることは どちらとも 34 34 住 いえない




(.)誰でも自由にo;;t児世保育所 費 成 9 9 
，、 に入れることができるようにな
ると無責任屯母観が~くなって
反対 59 (41) 59 (臼)
て
しまい母子関係にも問題が出τ どちらとも 27 27 いえない
くるので好ましくない。 無 答 S s 
(5) ボウルピイの誌にも見られ，る 買 成 67 (.2) .7 (67) 
通9 • fi.幼児期の母子聞の結び 反対 5 (・} 5 ( 6) 
っき，母腕の費情町必硬性は般
重視されな吋ればなら立い. どちらとも 26 (16) 26 (25) いえ立い
無 答 2 2 
L.一 ー























( 5 ) 
人&: % 
(6) o，;t，兇保育という串回生活の 費 成 33 (23) 泊 ('3) 。 中でこそ，体hはつくられる。
竃 反 対 8 8 
児 どちらとも 57 57 
'コ いえない
聾
'邑 答 2 2 団
保 (7) 0才児保育町中で.保健は母貌 費 成 61 (叫) 61 {曲)1
育 とはちがった便情をもって権し 反 対 3 3 ており，かえって子どもの自立
関
eむなどを伸ばすことがで古る Eちらkも 31 す い*-1.い 31 
る 無 答 5 5 
「
肯 (8) ひとり Uとりの典なる欲求や 費 成 45 (32) 45 (日)
定 生活を聾凶生活に適応させてゆ
的 くことこそ .oa児の保育では
反 対日 12 
L 
大切flことである. どちらkも 話 36 な いえない
見





(9)母鰻が働き，什会に出ることは 可量 成 34 (23) 34 (訂)
むしろ千どもに良い膨密力をも 反つので.0黛兇からの集凶保育 宮J 9 9 
IHfましいー いどち云ら危といも 日 53 
無 符 4 4 
01 1-どもどおし司選管心を育て 費 成 90 (日}90 (92) 
る.，馬牢隣県御3交揮を保障す
反 *! るという点指ど .保育所生活は
子ともの世界世発展させる可髭 どちらとも 7 ? いえない
性をもっ。
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Summary 
1 ，In this study， a review has been made as to how the day nursenes for infanlS in japan have been actually practised 
up to date. 
2 _ The results of the QuestlOnnalre investlgatlon conducted on the soclal system and nursl1g InstltutlOns. In reference 
toωo persons of the workl1g mothers who continued to work by leaving thelr children from thelr infancy In the 
care of the day nurseries are reported 
3. Cnlicisms on the various opl1ions regardl1g the signi flcance of the day nurseries for infants and the group nurslng 
of bables are made. and a few QU巴stlOnsare ralsed to be cian fled i n the future 
( 9 ) 
